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も
見
え
、
作
製
年
代
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
推
断

を
控
え
た
い
。

　

本
図
は
江
戸
湾
全
域
に
わ
た
っ
て
水
深
を
示

し
た
漢
数
字
が
記
入
さ
れ
て
い
る
一
種
の
「
海

図
」
で
あ
る
。
横
浜
村
と
神
奈
川
宿
の
あ
い
だ
に

も
水
深
を
示
し
た
ポ
イ
ン
ト
が
何
ヶ
所
か
見
え

る
が
、「
歴
博
図
」
ほ
ど
頻
繁
に
測
深
ポ
イ
ン
ト

を
置
い
て
お
ら
ず
、
ま
た
相
互
に
デ
ー
タ
を
参
照

し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
く
わ
え
て
、
沿
岸
部

や
干
潟
（
洲
）
の
表
現
・
範
囲
か
ら
も
「
歴
博
図
」

を
も
と
に
し
た
可
能
性
は
薄
い
。
本
図
の
よ
う
な

江
戸
湾
・
横
浜
周
辺
部
の
水
深
を
示
す
近
代
海
図

の
先
駆
け
を
と
も
言
う
べ
き
地
図
は
、
長
崎
海
軍

伝
習
所
の
伝
習
生
ら
に
よ
っ
て
、
安
政
末
年
か
ら

文
久
期
（
一
八
六
一
～
一
八
六
四
）
に
作
製
さ
れ

て
い
く&¬

。「
歴
博
図
」
と
は
性
格
が
異
な
る
資

料
だ
が
、「
歴
博
図
」「
金
川
図
」
の
成
り
立
ち
を

考
え
る
う
え
で
念
の
た
め
視
野
に
入
れ
て
お
き

た
い
絵
図
で
あ
る
。

「
御
持
場
海
岸
分
見
画
図
」

　

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
六
月
に
横
浜
が
開
港

さ
れ
る
と
、
横
浜
の
開
港
場
を
描
く
地
図
が
多
数

作
製
・
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
多
く
は
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実
測
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
安
政
六
年
秋
の
作
製
と
さ
れ
る
「
御
持
場
海
岸
分

見
画
図
」（
松
平
文
庫
蔵
・
福
井
県
文
書
館
保
管
）
は
、
横
浜
と
そ
の
周
辺
部
を

実
測
的
に
描
い
た
も
の
と
し
て
「
歴
博
図
」
と
の
比
較
が
必
要
な
図
で
あ
ろ
う
。

　

本
図
は
幕
府
よ
り
横
浜
・
本
牧
の
警
備
を
命
じ
ら
れ
た
越
前
国
福
井
藩
松
平
家

が
、
そ
の
担
当
地
域
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
絵
図
の
描
写
範
囲
は
、
神
奈
川
宿

と
横
浜
道
の
分
岐
点
か
ら
戸
部
村
～
野
毛
浦
～
横
浜
開
港
場
、
さ
ら
に
本
牧
一
帯

ま
で
で
、
そ
の
範
囲
は
「
歴
博
図
」
よ
り
狭
い
。
し
か
し
、
各
地
域
の
土
地
利
用

の
描
写
が
細
か
く
、
坂
名
・
谷
戸
名
・
字
名
ま
で
記
さ
れ
る
な
ど
情
報
量
は
「
歴

博
図
」
よ
り
多
い
。
ま
た
、海
岸
部
や
道
路
の
描
き
方
は
「
歴
博
図
」
と
は
異
な
っ

て
お
り
、
開
港
前
後
に
改
め
て
実
測
や
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
て
作
製
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
図
の
作
製
時
点
に
お
い
て
す
で
に
「
歴
博
図
」
は
成
立
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
本
図
の
ベ
ー
ス
と
し
て
「
歴
博
図
」
が
使
用
さ
れ
た
よ

う
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　

横
浜
市
域
周
辺
は
伊
能
図
以
降
も
、
外
国
艦
船
の
接
近
や
横
浜
開
港
と
い
っ
た

対
外
関
係
の
情
勢
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
図
か
ら
絵
図
が
作
製
さ

れ
て
き
た
。
嘉
永
期
（
一
八
四
八
～
一
八
五
四
）
ま
で
は
お
も
に
外
国
艦
船
に
対

す
る
「
海
防
」
と
い
う
観
点
か
ら
江
戸
湾
全
域
の
様
相
が
描
か
れ
、
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
の
横
浜
開
港
以
降
は
、
国
際
貿
易
都
市
と
し
て
発
展
す
る
横
浜
開

港
場
と
そ
の
周
辺
地
域
・
海
域
が
丁
寧
に
描
写
さ
れ
る
。
本
図
は
そ
の
ふ
た
つ
の

時
期
の
狭
間
に
作
製
さ
れ
た
も
の
で
、
西
洋
艦
船
の
建
造
や
開
港
場
の
選
定
と
関

係
し
て
、
幕
府
有
司
が
神
奈
川
・
横
浜
周
辺
部
に
注
目
し
は
じ
め
た
時
期
と
重
な

る
。

　

本
図
は
神
奈
川
宿
～（
後
の
）
横
浜
開
港
場
～
金
沢
と
い
う
、
現
在
の
横
浜
市

域
沿
岸
部
を
お
お
よ
そ
カ
バ
ー
す
る
範
囲
を
、
初
め
て
ひ
と
つ
の
フ
レ
ー
ム
に
入

れ
た
と
い
う
点
も
興
味
深
い
。
こ
の
フ
レ
ー
ム
は
、
海
防
と
い
う
江
戸
湾
全
域
へ

の
視
線
が
、
横
浜
開
港
場
周
辺
と
い
う
よ
り
限
定
さ
れ
た
地
域
に
変
化
し
て
い
く

過
渡
期
に
生
じ
て
い
る
。
神
奈
川
・
横
浜
が
開
港
場
に
決
定
さ
れ
る
前
段
階
で
、

本
図
の
作
製
を
命
じ
た
者
に
は
こ
の
地
域
を
一
体
的
に
と
ら
え
て
細
か
く
吟
味
す

る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
六
〇
〇
〇
分
の
一
と
い
う
大
縮
尺
で

精
密
に
描
か
れ
た
本
図
が
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

本
図
の
作
製
年
代
と
作
製
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の
歴
史
資
料
を
さ
ら
に

丹
念
に
博
捜
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
博
捜
と
本
図
の
分
析
か
ら
、

横
浜
開
港
の
重
要
な
前
史
が
見
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
図
は
開
港
直
前
の

横
浜
市
域
を
精
緻
に
観
察
で
き
る
貴
重
な
絵
図
で
あ
る
と
と
も
に
、
横
浜
が
開
港

地
に
選
ば
れ
る
ま
で
の
過
程
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
鍵
と
も
な
り
え
る
で
あ
ろ

う
。

註⑴　

増
田
恒
男
氏
は
す
で
に
、「
金
川
図
」
の
図
題
と
神
奈
川
台
場
の
描
線
は
、

安
政
五
年
に
同
台
場
の
設
計
依
頼
を
受
け
て
か
ら
勝
が
書
き
足
し
た
の
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
増
田
恒
男「
神
奈
川
台
場
考
―
―（
改
訂
稿
）」（『
大

倉
山
論
集
』
第
五
八
輯
、
二
〇
一
二
年
）
一
五
三
頁
。

⑵　

松
浦
玲
『
勝
海
舟
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
八
一
頁
。
な
お
、
増
田

恒
男
氏
は
「
横
浜
・
神
奈
川
の
測
量
を
（
安
政
二
年
四
月
・
五
月
に
、
吉
崎
註

記
）
す
る
時
間
的
余
裕
は
充
分
あ
っ
た
」
と
し
、
そ
の
折
に
お
こ
な
っ
た
調
査



― 44 ―

の
成
果
が
「
安
政
二
卯
年
四
五
月
中
実
測
横
浜
金
川
砲
台
建
築
ニ
付
出
張
取
調

之
測
量
地
図
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
増
田
前
掲
論
文
）。

⑶　
『
水
戸
藩
史
料
』
上
編
乾
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
）
一
二
一
頁
。

⑷　

色
川
三
中
／
中
井
信
彦
校
注
『
片
葉
雑
記　

色
川
三
中
黒
船
風
聞
日
記
』（
慶

友
社
、
一
九
八
六
年
）
一
七
八
頁
。

⑸　

前
掲
『
水
戸
藩
史
料
』
上
編
乾
、
一
二
六
頁
。

⑹　

維
新
史
料
編
纂
事
務
局
編
『
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
』
安
政
二
年
二
月
一
日

条
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
、
Ａ
Ｎ
〇
二
六
―
一
〇
三
八
）。

⑺　

西
野
宣
明
「
松
寓
日
記
」（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）。

⑻　

安
政
二
年
「
御
用
留
」（
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
家
文
書
・
神
奈
川
公
文
書
館

所
蔵
、
横
浜
開
港
資
料
館
複
製
本
Ｃ
ａ
五　

〇
二
―
三
―
一
）。

⑼　

前
掲
『
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
』
安
政
三
年
五
月
二
三
日
条
、
Ａ
Ｎ
〇
五
四

―
五
〇
四
。

⑽　

前
掲
『
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
』
安
政
三
年
六
月
二
九
日
条
、
Ａ
Ｎ
〇
五
四

―
四
九
六
。

⑾　

桑
原
真
人
・
田
中
彰
編
著
『
平
野
弥
十
郎
幕
末
・
維
新
日
記
』（
北
海
道
大

学
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
五
二
頁
。

⑿　

安
政
四
年
「
御
用
留
」（
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
家
文
書
・
神
奈
川
公
文
書
館

所
蔵
、
横
浜
開
港
資
料
館
複
製
本
Ｃ
ａ
五　

〇
二
―
三
―
二
）。

⒀　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
之

十
八
』
八
九
号
（
復
刻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
）
五
四
八
頁
。

⒁　

同
右
・
一
七
三
号
、
五
二
四
頁
。

⒂　

同
右
・
一
七
八
号
、
五
四
八
頁
。

⒃　

同
稿
『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
二
十
一
』
一
三
七
号
（
同
）

二
六
〇
・
二
六
一
頁
。　

⒄　

同
右
、
二
六
一
頁
。　

⒅　

同
右
。　

⒆　

同
稿
『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関
係
文
書
之
二
十
二
』
一
〇
一
号
（
同
、

一
九
七
三
年
）
二
七
一
・
二
七
二
頁
。　

⒇　

同
右
、
二
七
三
・
二
七
四
頁
。　

�　

同
右
、
二
七
六
頁
。　

�　

同
右
・
一
一
五
号
、
三
三
六
頁
。　

�　

た
だ
し
、
ひ
じ
ょ
う
に
粗
い
も
の
だ
が
、「
図
面
之
事
（
金
川
横
浜
へ
開
港

洲
干
へ
商
館
普
請
地
取
并
最
寄
高
低
道
路
絵
図
面
）」（
安
政
六
年
三
月
、
神
奈

川
県
立
公
文
書
館
寄
託
、
武
蔵
国
久
良
岐
郡
松
本
村
金
子
家
文
書
）
は
、
神
奈

川
宿
か
ら
横
浜
村
・
本
牧
周
辺
を
へ
て
金
沢
ま
で
を
描
い
て
い
る
。
画
像
は
横

浜
開
港
資
料
館
編
『
開
港
前
後
の
横
浜　

１
８
５
８
～
１
８
６
０
』（
公
益
財

団
法
人
横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
、二
〇
一
九
年
）
二
一
頁
を
参
照
の
こ
と
。

�　

佐
久
間
達
夫
校
訂『
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
』第
一
巻（
大
空
社
、一
九
九
八
年
）。

�　

横
山
伊
徳
「
一
九
世
紀
日
本
近
海
測
量
に
つ
い
て
」（
黒
田
日
出
男
他
編
『
地

図
と
絵
図
の
政
治
文
化
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
二
九
〇
頁
。

�　

増
田
恒
男
『
佐
藤
政
養
と
そ
の
時
代
―
勝
海
舟
を
支
え
た
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト

―
』（
山
形
県
遊
佐
町
、
二
〇
二
〇
年
）
二
七
頁
。

�　

志
澤
政
勝
「
幕
末
明
治
の
横
浜
港
の
海
図
」（『
横
濱
』〔
神
奈
川
新
聞
社
〕

V
ol.

五
〇
、二
〇
一
五
年
）。

神
谷
大
介
・
吉
㟢
雅
規
〔
と
も
に
横
浜
開
港
資
料
館
調
査
研
究
員
〕


